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良い経営者を目指し、共に学び、共に育とう！

商い話
〒 栗

様

　中同協主催の障害者問題全国交流会が10月22
～23日の２日間、愛媛県で開催された。今回、
栃木同友会からは八木代表理事が参加した。
　特別分科会は福島県同友会の鈴木康弘氏の報告
で、東日本大震災という異常事態を迎えた中で、
障害を持った方々がどんな状況に置かれたのか、
また、それをどのように支援したのか、そしてど
んな支援が必要だったのか。被災地にあって地域
と共に障害を持った方々を支え続けている内容の
報告であった。
　また、厚生労働省障害者雇用対策課からの障害
者雇用率制度の概要、障害者雇用の状況等、事業

協同組合等算定特例制度について、平成30年から
精神障害者の法定雇用率算定基礎の対象になるこ
とが説明され、企業における障害者雇用がさらに
求められることとなる。

　本県の障害者雇用につ
いても栃木労働局公表の
内容をもって、部会内で
も障害者雇用啓発、啓蒙、
就労支援を今後も議事し
ていく構えである。
［報告］
障がい者就労支援部会　
福田雅樹／NPO法人
チャレンジド・コミュニティ
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News
　TopicNews
　Topic

被災地での障害者支援の実際と
企業の障害者雇用に関して

今月は各支部総会のため

県例会はありません。

３
月

【報告者】ただいま調整中
茨城県中小企業家同友会

２
月

【報告者】新井　俊雄氏
株アライ　代表取締役
埼玉県中小企業家同友会　理事

１
月

【開催日】2/29月
【時　間】17:00〜
【会　場】宇都宮市東市民活動センター
　　　　　（中今泉）

【開催日】1/26火
【時　間】17:00〜
【会　場】宇都宮市東市民活動センター
　　　　　（中今泉）

県例会の
お知らせ

※予告なしに内容等が変わる場合があります。詳しい日程と時間は栃木県中小企業家同友会事務局（☎028ー612ー3826）までお問い合わせください。
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News
　TopicNews
　Topic 栃木の話題　～共に育つ経営研究部会から～

　11月７日、宇都宮市東市民活動センターにて、
８名の参加者が集まり、㈱ウィステリアコンパス
の斎藤秀樹社長を講師に迎え、１.会計の基礎とい
うルールを確認する　～中小企業家として自社の
決算書を観るために～、２.決算書から自社の状況
を分析する　～財務の視点から自社の「強み」と
「弱み」のアタリを付ける～というテーマで、経営
指針をつくる上で必要なことを学んだ。
　その中で具体的事例として、架空の会社「スラ
ムタンク社」の３期分の決算書から財務分析をし、

会社の状況を決算書から読み解いていった。実際
に数字を読み解き、問題点を見つけ出していくと、
ボロボロの経営であることがわかっていく。現金
がない！　在庫が積み上がる！　スラムタンク社
は本当に立ち直れるのか？　どんな切り口で会社

を建て直すのか？　次回
以降開催の経営指針セミ
ナー（1/16、2/6）に乞
うご期待！　参加申込は
事務局まで。
［報告］
共に育つ経営研究部会長
石綱知進／株共立

〝ライブ感〟が魅力の経営指針
セミナー。飛び入り参加もOK

講師の斎藤秀樹会員



　■ 活動報告 01　　共に育つ経営研究部会　～９月県例会～
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栃木県中小企業家同友会　会報「商い話」vol.８５（２０１５年１２月発行）

　今年９月25日、宇都宮市東市民活動センターを
会場に９月県例会が開催された。報告者は㈱湯建工
務店（東京都大田区）の代表取締役であり、東京中
小企業家同友会・相談役（元代表理事）の湯本良一氏
である。
　湯本氏は創業67年の工務店の二代目経営者で、
下請け業務は受けないことを原則に半径２キロ圏内
を商圏とし、事業を続けてきた。東京都大田区とい
えば住宅密集地だが、半径２キロ圏内という極めて
限られたエリアで事業が成り立つことに驚くととも

に、都市部と地方ではエリア
特性に大きな違いがあることを
改めて知った。
　ある知り合いの紹介をきっか
けに東京同友会に入会した氏は、
合同企業説明会で求職者と面接
できなかった経験から、企業と
しての在り方を根本から見直す。
経営理念や労働条件等の整備に
約５年を費やし、やっと定期採用ができるまでの
企業に変革していったという。
［報告］広報委員長
　　　 鈴木正則／アデラ・コンテンポラリー

良い会社とは、
長く存続できる会社

　■ 新会員紹介

湯本良一氏

　露店商道具製造販売・タカマ
チ産業㈱の山嵜俊也と申します。
県例会や経営指針セミナーに触
れ、ここで学べば自分が社長に
なってもやっていけそうだと感じました。先輩で
ある皆様から貪欲に学びたいと思います。よろし
くお願いします。

 山  嵜 　俊也 会員
やま ざき

タカマチ産業株式会社
専務取締役（小山市）

　公認会計士・税理士の深谷で
す。この度、同友会に入会させ
て頂き、会員の皆様と交流をし
ながら自己研鑽と共に親睦を深
め、有意義な時間を過ごしたいと思っていますの
でどうぞよろしくお願い申し上げます。

深谷　卓男 会員
深谷公認会計士事務所

所長（小山市）

　■ 活動報告 02　　県南支部　～１０月県例会～

　10月の県例会は東市民活動センターにて、株式会
社総合環境分析の代表取締役でもある神奈川同友会
の石渡裕社長に「いかなる環境変化にも負けない
企業をめざして」という報告をお願いした。
　非常にエネルギッシュな方であり、同時に情報
公開や社員への対応に正直かつ真っ直ぐな姿勢を感
じた。この姿勢があってこそどのような変化にも
対応できる強靭な体質がつくれるのだと思った。
　特に社員に対して会社の収支状況などを完全に
公開している。これは余程の信頼関係と高い理解度

がなければできる話ではない。
常日頃から「社員と対等な立場」
であることを気にかけているせい
だと思うが、会社の経営が苦しい
ときになんと、多くの社員が会社
へ出資してくれたという。お陰で
持ち直すことができたそうだが、
これは単に美談ではなく普段から
のコミュニケーション、経営者、
会社の姿勢が正直かつ真摯でなければありえない話
である。
［報告］県南支部長
　　　 三ツ村義康／株三ツ村製作所

社長と社員の信頼関係が
会社のピンチを救った！

石渡　裕氏




